
会議録 （グループホームひまわり　運営推進会議）

① 入所者様の状況について

② 前回、運営推進会議からの動きについて

③ 意見交換

④ その他

① 入所者様の状況について

◇ 退去者 ５月末１名 ◇ 新入居者 ６月１名予定

◇ 介護度

要介護１の方 1名 要介護２の方 3名

要介護３の方 3名 要介護４の方 0名

要介護５の方 0名 7名

平均介護度 2.29 平均年齢

◇ 退去者 2名

※６月入居予定者は大腿骨骨折にて入居延期（もしくはキャンセル）

◇ 入院中 2名

◇ 介護事故 1名

　・夜勤帯で職員は他の利用者の介助中に部屋から出て来て転倒。

　　ここの所、施設内徘徊が多くなりセンサー対応で見守り強化中

　　注意はしていたが朝方は動き出す方が何名もいる為対応困難。

◇ インシデント＝重大な事故につながる可能性のあるケース

ヒヤリハット報告 ６ 件

・徘徊 1名

作成日 令和5年6月28日

期　日 令和５年６月２７日（火） 時　間 13：30　～　14：30　

施設職員 ２名

場　所 グループホームひまわり　ホールにて

配布者

利用者・家族 ０名（利用者）　　０名（家族）　

地域代表者 ２名

市職員 ２名

５名
包括職員 １名

法人職員 ０名

会議要旨

議　題

（テーマ）

合計

（前回　2.33　） 87.4歳

 令和５年６月９日事故報告書提出。

　・転倒による骨折にて入院。

夜勤帯、トイレ介助中に他の利用者より”こら”という声でフロアー

に戻ると１名がベランダに出ている所を発見、フロアーに戻る。

　・他の利用者様とトラブル多発の為入院中に心疾患再発し他界。

　・認知症が進行し指示も入らず徘徊止まらず入院。

４月２９日（現在認知症進行で入院中の方）

6月8日

　・特養入所につき6/22退去。
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・転倒 1名 ５月３日　　（１月・２月にも転倒あり）

・転倒 1名 ５月４日　（３月末と同じ方）

・異行動 1名 ５月４日　　（車イス利用、オムツ対応の方）

・転倒 1名 ５月５日　　（昨日の方）

・異行動 1名 ５月２０日　　（５月４日と同じ方）

② 前回、運営推進会議からの動きについて（活動報告）

５月３日　ゴールデンウイークにて 笹寿司を作って食べよう

５月１４日　母の日バラちらし ホットケーキを作って食べよう

５月２４日　ラーメン食べに出かけよう

５月は自分で作る楽しみと食べに出かける楽しみとして実施。

６月１６日　七夕かざり作成

６月１８日　避難訓練実施

６月２３日　あじさい見学

③ 意見交換 今後の方向性について

コロナ対応が５類に緩和された後の施設内の対応について

・面会について

※５月８日以降は１３組の方の面会がありました。（重複あり）

（４）

検温、マスク着用で利用者の居室内で面会してもらっている。

（６）

至らなかった。（その後ストッパーを設置）

（２）

（３）

（その他）

過去のものと思われる硬膜下血腫があり入院しようかとの事だが

慌てる物でもないとの事から通院にて対応となる。

（５）

５月８日より面会制限解除

※マニュアル通り介助中の利用者の安全確保後に次の行動をする。

今回は本人がカギを開けて出た。他の利用者の協力で大事には

うつ伏せ状態で発見。唇からの出血とオデコのたんこぶを確認。

娘さんと連絡を取り糸病受診。今回の転倒は心配ないとの事だが

他の方の介助中にホールに居ない事に気付き道路側のトイレで発見。

※６月８日転倒、骨折入院の方。

昼食後、居室でドスンと音がした為、確認。

（１）

居室内でドーンと物音あり確認に行くと入口のドアにもたれ

床に座っていた。左手首の痛みを訴えている。

他の方の介助中にホールに居ない事に気付き道路側のトイレで発見。

オムツを外す事はできないが便座に座っている。車イスに戻し

シップを貼り様子観察。２日ほど違和感あった様子。

痛みはないとの事だが昨日のたんこぶは２度目の衝撃で悪化。

対策として当面は見守り対象とした。

ホールへ移動。説明しても理解は困難。

トイレ内で立ち上がろうとしたところ、前のめりに転倒。

オムツを外し便座に座っている。車イスに戻しホールへ移動。

説明しても理解は困難。
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コロナ過で面会ができないと市に苦情がある。

市としては各施設の対応が優先となる事からと説明はしている。

対応は様々だが面会制限を解除したり、時間制限など工夫して

対応している施設が増えている事は有難い。

しばらく面会制限があった事から面会に行くという気持ちが

薄れてきている。

回答 ５月８日以降、面会が増えた事で利用者さんの帰宅要求は

減っています。家族等との交流は精神的にも安らぎ効果が

あると考えます。集団感染の発生など無ければ継続します。

・外出イベントについて

・紅葉の海谷渓谷は平日が穴場となる。（トイレに階段有）

・地区の運動会、盆踊り（昼間のイベントもあり）

・いきいきサロンなど

・えだまめもぎ体験（１㎏５００円）

・敬老会はGHに住所のある方のみ対象になる。

・西海小学校の職場体験など

キャリア教育など高齢者との関りに熱心

・外出時などボランティアを募ってみれば良いのでは

回答 食事会は秋にも計画し出かける予定です。

その他課題である地域での交流はいろいろなご意見を

頂いた事から参加できそうなイベント、参加者を選定し

まずは盆踊り（日中）などのイベントに参加できればと考えます。

公民館は２階な事から参加は困難と思われる。

コミュニティスポーツセンターはトイレも介助可能。

頂いたご意見でボランティアの募集や小学校との交流は

早急に依頼したいと考えています。

・避難訓練について

次の予定が決まらない事からグループホームで６月１８日避難訓練を

実施しました。他界、入院中な方もいた事から利用者は６名参加

職員は３名参加、実施見守り１名で車イス対象者は内２名です。

火災時のマニュアルに沿って実施しましたが、職員が女性のみだった

事もあり２階から非常階段で車イスの方を避難させることは

４月の花見から数年ぶりに外出を行っています。

好きな物をみんなで考えて食べに出かける等実施しました。

      １階のデイサービスとの打合せで５月の早い時期に行うが中止。

ご意見

ご意見

ご意見

上記以外でもイベントは多数あるとのご意見をいただきました。

できませんでした。

初期消火、必要品の持ち出し、避難口までの集合はできたが
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・地区の役割はおおまか決まっている為、応援は困難。

・近隣の方で余裕のある方は避難した方の見守りをお願い

したいとの事だが、自分達の避難で手が回らないのでは？

回答 １８日の避難訓練では６名参加（うち車イス２台）

１階の車までの避難で４名+車イス１台で約１０分かかった。

２台目の車イスと９名満床時では２０分程かかると思われます。

実際の火災時は、地域の消防団や消防隊員の協力は必須と

思われます。１次避難がどこまでできるかが課題と考えます。

２次避難については、包括支援センターや他のグループホーム

さんへの依頼など行えるように協力体制の構築に努めます。

その他

・運営推進会議はなぜ開催するのか

・地域代表として参加依頼があり参加しているが

目的や参加の意味はどこにあるか知りたい。

回答 ７月１日6:30から平牛会館で役員会があるとの事から

参加させていただき説明の機会をと考えます。

お忙しい中、参加いただきありがとうございました。

ご意見

ご意見

１階に降りて車に待機、職員１名が見守りとなる事から２回目の

避難誘導が時間的に難しいとの課題も残りました。
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